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商品市況展望  

平成 25 年 2 月 3 日記 

 

 2/12/12/12/1 のののの NYNYNYNY 市場でも円安が進行し、市場でも円安が進行し、市場でも円安が進行し、市場でも円安が進行し、1111 ドル＝ドル＝ドル＝ドル＝92.9392.9392.9392.93 円まで記録。円は対ユーロでも大幅円安で、円まで記録。円は対ユーロでも大幅円安で、円まで記録。円は対ユーロでも大幅円安で、円まで記録。円は対ユーロでも大幅円安で、

1111 ユーロ＝ユーロ＝ユーロ＝ユーロ＝126.94126.94126.94126.94 円まで記録である円まで記録である円まで記録である円まで記録である。 

 ｢91 円で天井だ｣とか言っていた元大蔵財務官の相場予想も形無しになる円安進行であり、何

だかんだと相変わらず民主党や一部マスコミも｢アベノミクス｣を批判するが、株式市場も一気に

11,000 円台突破である。そして、シャープまでもが黒字になった。 

 当然の如く商品市場も急騰であり、1 日夜の夜間取引では金が上場来最高値の更新であり、プ

ラチナも 5,000 円台乗せで、そのほか各商品が一代高値の更新中だ。 

 

 円安になり、株が上がっても文句が出るのは不思議な話だが、最近では｢アベノミクス｣に対す

る批判の方向が逆向きになり、『円安恐慌』などというトンデモ本を書く人まで出る始末。何だ、

その円安恐慌って？ 1 ドル＝500 円にでもなるっていうのかい？（笑） 

過度の円安が進んで、インフレになりそうになったら、金融引き締めをすれば一発で終わるじ

ゃないか。こいつは、バブルの崩壊時の事も知らない中学生なのかしらん？ 

 

 まあそんな事はともかく、これが週末現在までの日足チャートだ。9 月の 77 円台→92 円台ま

で（これは 92.29 円だが、前述のとおりその後に 92.93 円を記録だ）15 円の円安進行中であり、

20％弱の円安となっているわけだ。 
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ユーロ/円だと、もっと円安になっている。 

 

 この日足チャートよりもちょっと前に 94 円台（7 月）を記録しており、そこから→125 円台

（その後 126.94 円まで記録）まで 32 円の円安である。率にして 34％の円安なのだ。 

 

 ドイツが文句を言うのも判らんでもないが、麻生太郎副総理・財務・金融相は 1 月 28 日の臨

時閣議後の記者会見で、ぴしゃりと反論している。 

各国で日本が通貨安政策をとっているとの批判が起きていることに「ドルやユーロが下がっ各国で日本が通貨安政策をとっているとの批判が起きていることに「ドルやユーロが下がっ各国で日本が通貨安政策をとっているとの批判が起きていることに「ドルやユーロが下がっ各国で日本が通貨安政策をとっているとの批判が起きていることに「ドルやユーロが下がっ

た時には（日本は）一言も文句を言っていない」と語ったた時には（日本は）一言も文句を言っていない」と語ったた時には（日本は）一言も文句を言っていない」と語ったた時には（日本は）一言も文句を言っていない」と語った。2008200820082008 年年年年 9999 月に起きたリーマン・シ月に起きたリーマン・シ月に起きたリーマン・シ月に起きたリーマン・シ

ョックの前には円相場が１ドル＝ョックの前には円相場が１ドル＝ョックの前には円相場が１ドル＝ョックの前には円相場が１ドル＝100100100100 円を下回る円安水準だったことに触れ、「戻したらぐちゃ円を下回る円安水準だったことに触れ、「戻したらぐちゃ円を下回る円安水準だったことに触れ、「戻したらぐちゃ円を下回る円安水準だったことに触れ、「戻したらぐちゃ

ぐちゃ言ってくるのは筋としておかしい」と反論したぐちゃ言ってくるのは筋としておかしい」と反論したぐちゃ言ってくるのは筋としておかしい」と反論したぐちゃ言ってくるのは筋としておかしい」と反論した。 

 

つまりは、そういう事なのだつまりは、そういう事なのだつまりは、そういう事なのだつまりは、そういう事なのだ。リーマン・ショック前の水準までは、｢円安なんかではなく、リーマン・ショック前の水準までは、｢円安なんかではなく、リーマン・ショック前の水準までは、｢円安なんかではなく、リーマン・ショック前の水準までは、｢円安なんかではなく、

円高是正だろ！｣と言っているわけだ円高是正だろ！｣と言っているわけだ円高是正だろ！｣と言っているわけだ円高是正だろ！｣と言っているわけだ。 

 

次のベージにドル/円、ユーロ/円、日経 225 の週足チャートを続けてアップしてみる。2008

年 9 月前の相場水準を見てもらいたい。 
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 リーマン・ショック前のリーマン・ショック前のリーマン・ショック前のリーマン・ショック前の 2008200820082008年年年年 8888月のドル月のドル月のドル月のドル////円相場は、円相場は、円相場は、円相場は、110110110110円台が円安のピークだったわけだ円台が円安のピークだったわけだ円台が円安のピークだったわけだ円台が円安のピークだったわけだ。

チャートでは 84 円台の抵抗線は完全に抜けて舞い上がり、次の抵抗線は次の抵抗線は次の抵抗線は次の抵抗線は 95959595 円円円円。そして 101 円、

110 円となっているわけだ。 

 この 5～6 年の中でも、ざっくりと 100 円以下は円高、100 円以上は円安と捉えて差し障りが

あるとは思えず、何で 90 円あたりの水準にそんなに固執する人が居るのか理解できぬ。 

 

 まずはこの 95 円が抵抗線だとするのは自然だが、最終的には 2007 年の 124 円台までの円安

になったって、不思議じゃないとは思っている。 

 もちろん、いっぺんにそうなるとは思っていないし、今年中になるとも思っていない。また

75 円までの円高進行時にも、10 円程度の揺り返しは何度もあるわけで、95 円～100 円のレンジ

のどこかで、10 円程度は円高反転になる相場も当然あるだろう。 

 …中略… 

  

 よって来週の相場は、そろそろ危険水域に入ってきたとは思っているが、7 月の参院選に勝た

なきゃいけない安倍・自民党であるし、消費税も秋には上げなきゃいけないわけだから、目先は

気をつけるが、円安調整相場が来れば、また絶好の買い場を提供するだけだろうと見ているわけ

だ。 
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 ユーロユーロユーロユーロ////円相場のリーマン・ショック前は、円相場のリーマン・ショック前は、円相場のリーマン・ショック前は、円相場のリーマン・ショック前は、170170170170 円近い水準だ円近い水準だ円近い水準だ円近い水準だ。どう見ても 100 円以下の水準

など、異常な円高だったとしか言えないわけで、ドイツはここ 2～3 年ユーロ安で大儲けしたは

ずだ。それで日本に文句を言うなど、厚かましいにも程があるってもんだ。 

 

 ともかくチャートでは、111 円台の抵抗線をまず突破し、123 円台も上抜き、次はリーマン・次はリーマン・次はリーマン・次はリーマン・

ショック後の反騰した価格帯であるショック後の反騰した価格帯であるショック後の反騰した価格帯であるショック後の反騰した価格帯である 138138138138 円に向かっていると読める円に向かっていると読める円に向かっていると読める円に向かっていると読める。 

 

 今は全く落ち着いている欧州危機だが、根本的に何か解決したわけではないゆえ、今年の後半

にはどうせまた何かが出て来るとは思ってはいる。だから延々と対ユーロでの円安は進むとは思

っていないが、160～170 円はともかく、138 円まではあっても不思議じゃあるまい。 

 そういう見方が、当方の相場観だ。 
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 最後に株式市場だ。週末の NY ダウは 150 ドル近くの暴騰であり、米雇用統計は予想を下回っ

たものの、非農業部門雇用者数（NFP）の前回、前々回分が大幅に上方修正されたことが好感

された。 

 それを受け、シカゴの日経 225 先物も 11,300 円台まで上昇している。これもリーマン・ショこれもリーマン・ショこれもリーマン・ショこれもリーマン・ショ

ック前の水準まで戻るとすれば、最低でもック前の水準まで戻るとすれば、最低でもック前の水準まで戻るとすれば、最低でもック前の水準まで戻るとすれば、最低でも 14,00014,00014,00014,000 円台までは上昇するという事になるのだろう円台までは上昇するという事になるのだろう円台までは上昇するという事になるのだろう円台までは上昇するという事になるのだろう。 

 

 株だけ上がっても、庶民の生活には関係ないなどと言うバカ評論家も多いが、今時は 10 万円

もあれば買える株も多いわけだし、誰だって買おうと思えば株は買える。もちろん株には値下が

りリスクもあるわけだが、何のリスクも取らずに生活をして行こうという傲慢な考え方こそが、

世の中を悪い方向に導くのではないのか！と一喝してやりたいくらいだ。 

 ましてや年金だって株価が上昇すれば良くなるし、商品相場はあまり上がると困る人の方が多

いだろうが、株が上がって困るのは空売りした売り方だけだろ。 

 

 相場というのは気の塊であり、気が明るくなって、世の中も明るくなる方が良いに決まってい

る。当方は、株の中長期トレンドは、まだまだ上だと思っている。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕 

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 28 日 \4,857 -7 \4,870 -4 

1 月 29 日 \4,854 -3 \4,866 -4 

1 月 30 日 \4,875 21 \4,889 23 

1 月 31 日 \4,913 38 \4,925 36 

2 月 1 日 \4,930 17 \4,943 18 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『今は円安だけでの上昇であるが、この円安はまだまだ進むだろ

うし、近いうちに NY 金も上昇すれば歯止めが掛からなくなる。押し目買い一貫であろう』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、円安進行でまた上場来高値の更新となった相場が、週末には 4,946 円の高

値まで記録。更にその後の夜間取引では、4,9924,9924,9924,992 円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録しており、5,000 円台乗せ目

前となっている。 

 

2 月 3 日は節分。節分天井であるならば、この 4,992 円で天井なのかもしれない。また来週末

からは 3 連休で、…中略…さすがに来週の相場展開には警戒感が必要ださすがに来週の相場展開には警戒感が必要ださすがに来週の相場展開には警戒感が必要ださすがに来週の相場展開には警戒感が必要だ。 

もっとも｢節分天井、彼岸底｣なんていうのは、ほぼ迷信みたいなものだし、この重要変化日は

良く当たると言われているわけだが、必ずしもそれが天井ではなく、更なる大きな上昇相場が始

まる変化日なのかもしれないわけで（特に NY 金の場合は、その可能性だってある）、気を付ける

というのは細心の注意を払うべきという事で、単に売りに廻れば OK という事ではない。 

 

このところ何度もコメントしているが、中長期的に見て…    

〇1800180018001800 ドル×ドル×ドル×ドル×100100100100 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝5,7875,7875,7875,787 円円円円 までは上がる可能性は非常に高いと考えているわけ

で、目先の調整安が出ようが、当方のその考え方には変化がないわけだ。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \\\\4,9334,9334,9334,933    2222 月月月月 1111 日日日日    \3,885 6 月 4 日 \4,930 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \\\\4,9364,9364,9364,936    2222 月月月月 1111 日日日日    \3,886 6 月 4 日 \4,933 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \\\\4,9354,9354,9354,935    2222 月月月月 1111 日日日日    \3,940 7 月 24 日 \4,933 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \\\\4,9404,9404,9404,940    2222 月月月月 1111 日日日日    \4,166 9 月 3 日 \4,937 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\\\\4,9434,9434,9434,943    2222 月月月月 1111 日日日日    \4,330 11 月 6 日 \4,941 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\\\\4,9464,9464,9464,946    2222 月月月月 1111 日日日日    \4,502 

12 月 25

日 

\4,943 

    実際にはすでに、先物なら高値 4,9924,9924,9924,992 円（円（円（円（2/42/42/42/4））））となっているわけで、もしも来週に為替が 93

円台と来れば、5,000 円突破であろう。 
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 さて為替の話は、…中略… 

 

 ただし NY 金が全く動かないとは言えないわけで、傾向としては円高傾向としては円高傾向としては円高傾向としては円高////ドル安時には上がるドル安時には上がるドル安時には上がるドル安時には上がる、

円安円安円安円安////ドル高時には下がるドル高時には下がるドル高時には下がるドル高時には下がるというパターンはあるものの、それだけでもない。 

 なぜなら、重要なのはユーロ/ドルの関係であり、そのチャートと解説は巻末の｢為替｣のコー

ナーをご覧あれ。 

 

 ともかく今週は、為替を考えない金の動向、つまりはドル建てベースでの金相場の動向をメイ

ンで考えてみたい。 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末2/12/12/12/1ののののNYNYNYNY市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比8.88.88.88.8ドル高のドル高のドル高のドル高の1669.41669.41669.41669.4ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。高値1681.2ドル、安値1659.9

ドルと 21.3 ドルの上下があり、変動幅は大きい。 

 

直近のチャートパターンは、1630163016301630 ドル～ドル～ドル～ドル～1700170017001700 ドル手前でドル手前でドル手前でドル手前でのもみ合いのもみ合いのもみ合いのもみ合いであるが、このところ何

度か 1700 ドル乗せ寸前で跳ね返されている格好だ。一目均衡表の雲の下での推移であり、相対一目均衡表の雲の下での推移であり、相対一目均衡表の雲の下での推移であり、相対一目均衡表の雲の下での推移であり、相対

力指数の動きから見ても、今は戻り売り相場という状況だ力指数の動きから見ても、今は戻り売り相場という状況だ力指数の動きから見ても、今は戻り売り相場という状況だ力指数の動きから見ても、今は戻り売り相場という状況だ。 

仮にこの戻り売り相場が、1626162616261626 ドル（ドル（ドル（ドル（1/41/41/41/4）を割り込めば底抜け）を割り込めば底抜け）を割り込めば底抜け）を割り込めば底抜けとなるため、ざっくりと倍返

しで 1550155015501550 ドル辺りまでの下落となるだろうドル辺りまでの下落となるだろうドル辺りまでの下落となるだろうドル辺りまでの下落となるだろう。その時の為替で東京市場の価格は予想できないが、

チャートではそう読める。 

 

逆に 1700170017001700 ドルに乗せてくると、久々に一目均衡表の雲の上に出るドルに乗せてくると、久々に一目均衡表の雲の上に出るドルに乗せてくると、久々に一目均衡表の雲の上に出るドルに乗せてくると、久々に一目均衡表の雲の上に出る。その場合は 1755175517551755 ドルがドルがドルがドルが

一つの節目一つの節目一つの節目一つの節目となり、仮に 1800 ドルも抜けてゆくようであれば、NY 金の本格的上昇相場のスター

トとなる。そこからの 100 ドル上げの 1900 ドル台は、簡単だろう。 

 

なお今回は、NY 金の週足もアップしてみた。 

〇NY 金週足 

…削除済み… 

日足では 1630 ドル～1700 ドル手前でのもみ合いだったが、もっと大きく見れば 1520152015201520 ドル～ドル～ドル～ドル～

1800180018001800 ドルでのもみ合いドルでのもみ合いドルでのもみ合いドルでのもみ合いである。 

…中略… 

為替と同時に来るとは思えないが、万が一それがあったとした場合には、 

〇〇〇〇1350135013501350 ドル×ドル×ドル×ドル×90909090 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝3,9063,9063,9063,906 円（想定最安値）円（想定最安値）円（想定最安値）円（想定最安値）    

〇〇〇〇2800280028002800 ドル×ドル×ドル×ドル×120120120120 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝10,80210,80210,80210,802 円（想定円（想定円（想定円（想定最高値）最高値）最高値）最高値）という事になる。 

この範囲の相場の動きは、すべて想定の範囲内という事だ。 

 

 なお米モルガン・スタンレーは今年の金価格予測（1 オンス当たり、期間平均）について、第

1 四半期を 1715 ドル、第 2 四半期を 1745 ドル、第 3 四半期を 1800 ドル、第４四半期 1830 ド

ルとの見方を示した。 

 …中略… 
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CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 1/1/1/1/29292929 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

    

またまたまたまた 2/12/12/12/1 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、大勢では少なくとも 5,700 円台まで上がると考えており、押し目

買い相場には何の変化も無いと思っているが、週末から連休を迎える東京市場は短期的な天井を

形成する可能性も捨てきれない。今週は手を早くして、連休前までにはリスク管理を徹底するの

が良いだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 28 日 \4,943 38 \4,979 32 

1 月 29 日 \4,882 -61 \4,921 -58 

1 月 30 日 \4,928 46 \4,967 46 

1 月 31 日 \4,924 -4 \4,963 -4 

2 月 1 日 \4,953 29 \4,993 30 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『押し目買い一貫での対処で良いだろう。値頃の売りがす

べて踏まされる相場になりそうな予感があり、場合によっては 5,000 円乗せからの大相場が始ま

る可能性もあると見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けに 4,9994,9994,9994,999 円（円（円（円（1/281/281/281/28））））と一代高値を更新した相場が、その後軟化する

も相変わらず押せば買われる展開となり、週末の夜間取引ではついに 5,000 円台に乗せる急騰。

5,0745,0745,0745,074 円の高値円の高値円の高値円の高値まで記録まで記録まで記録まで記録である。 

 

先週号で『4,9514,9514,9514,951 円→円→円→円→4,8144,8144,8144,814 円まで円まで円まで円まで 137137137137 円の押しで完了円の押しで完了円の押しで完了円の押しで完了。。。。単純に押しの倍返しなら 4,951 円＋

137 円＝5,088 円と 5,000 円台突破となる』としたわけだが、ほぼそれに近い価格の出現となっ

たわけだ。 

プラチナには、南ア材料という｢ハッキリとした情報南ア材料という｢ハッキリとした情報南ア材料という｢ハッキリとした情報南ア材料という｢ハッキリとした情報がががが伝わりにくく、伝わりにくく、伝わりにくく、伝わりにくく、またまたまたまた明らかになりにく明らかになりにく明らかになりにく明らかになりにく

い材料｣があるい材料｣があるい材料｣があるい材料｣があるわけで、最終的な目標値の設定は難しいが、金よりも上ザヤで推移しそうな事は金よりも上ザヤで推移しそうな事は金よりも上ザヤで推移しそうな事は金よりも上ザヤで推移しそうな事は

アナリストの共通認識であり、つまり金がアナリストの共通認識であり、つまり金がアナリストの共通認識であり、つまり金がアナリストの共通認識であり、つまり金が 5,7005,7005,7005,700 円になるならプラチナは円になるならプラチナは円になるならプラチナは円になるならプラチナは 6,0006,0006,0006,000 円というのが、円というのが、円というのが、円というのが、

妥当なところだろう妥当なところだろう妥当なところだろう妥当なところだろう。 

 

今のところ、そのプラチナ独自の材料としては、 

〇アングロ・アメリカン・プラチナムは、南アの一部鉱山の操業縮小などで、年間年間年間年間 40404040 万オンス万オンス万オンス万オンス

（約（約（約（約 12.412.412.412.4 トン、世界の白金総生産量の約トン、世界の白金総生産量の約トン、世界の白金総生産量の約トン、世界の白金総生産量の約 7777％に相当）を減産する方針％に相当）を減産する方針％に相当）を減産する方針％に相当）を減産する方針。 

〇ただし 1 万 4000 人の雇用削減を含めた事業再編計画について、南アフリカ鉱物資源省、労組

側と 3 者協議し、人員削減に関わる手続きを延期することで合意人員削減に関わる手続きを延期することで合意人員削減に関わる手続きを延期することで合意人員削減に関わる手続きを延期することで合意。←New 

〇同社の昨年の違法ストによる減産は、昨年の違法ストによる減産は、昨年の違法ストによる減産は、昨年の違法ストによる減産は、30.630.630.630.6 万オンス（約万オンス（約万オンス（約万オンス（約 9.59.59.59.5 トン）トン）トン）トン） 

〇NY 市場でのファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、ファンドの買い越しは、4444 万万万万 8,5008,5008,5008,500 枚枚枚枚と更に増加と更に増加と更に増加と更に増加。 

〇タイ、インドネシアの新車販売台数は、それぞれ 100 万台を突破。 

〇日本国内の自動車大手 8 社が 2012 年の自動車生産、販売、輸出実績を発表したところによる

と、国内生産の合計は前年比国内生産の合計は前年比国内生産の合計は前年比国内生産の合計は前年比 18.318.318.318.3％増の％増の％増の％増の 943943943943 万万万万 6015601560156015 台台台台で 2 年ぶりに前年を上回った。海外生海外生海外生海外生

産は同産は同産は同産は同 18.618.618.618.6％増の％増の％増の％増の 1543154315431543 万万万万 9125912591259125 台台台台。←New 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \\\\4,9554,9554,9554,955    1111 月月月月 28282828 日日日日    \3,468 7 月 24 日 \4,953 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \\\\4,9774,9774,9774,977    1111 月月月月 28282828 日日日日    \3,466 7 月 24 日 \4,967 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \\\\4,9804,9804,9804,980    1111 月月月月 28282828 日日日日    \3,460 7 月 24 日 \4,976 
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2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \\\\4,9824,9824,9824,982    1111 月月月月 28282828 日日日日    \3,807 8 月 31 日 \4,979 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\\\\4,9914,9914,9914,991    1111 月月月月 28282828 日日日日    \3,933 

10 月 30

日 

\4,987 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\\\\4,9994,9994,9994,999    1111 月月月月 28282828 日日日日    \4,236 

12 月 25

日 

\4,993 

 前述のとおり、夜間取引では 5,000 円を簡単に突破し、先物は 5,0745,0745,0745,074 円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録。 

 

…中略… 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,993 円（プラチナ）－4,943 円（金）＝50505050 円円円円。 

 

昨年は昨年は昨年は昨年は一時一時一時一時－－－－550550550550 円までプラチナが割安に円までプラチナが割安に円までプラチナが割安に円までプラチナが割安になったわなったわなったわなったわけだが、けだが、けだが、けだが、それは完全に歴史的な底であろうそれは完全に歴史的な底であろうそれは完全に歴史的な底であろうそれは完全に歴史的な底であろう。

今後も一時的な逆転まで無いとは言えないが、大きな逆転は無いはず。 

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、ほぼ目先の目標値に達し、3 連休を控えているため乱高下が起き

るか。基本的には押し目買いに変化はないだろうが、踏み上げ後の急落に注意だ。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

1 月 28 日 \30,900 120 \26,780 130 

1 月 29 日 \30,920 20 \26,860 80 

1 月 30 日 \31,080 160 \26,940 80 

1 月 31 日 \32,050 970 \27,380 440 

2 月 1 日 \32,980 930 \27,760 380 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『円安以外の買い材料はないため、急騰相場はないだろうが、緩やかな上昇

トレンドはもうしばらく続きそうだ。押し目買いでの対処が良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、断続的に上昇を続けた相場が 27,78027,78027,78027,780 円（円（円（円（2/12/12/12/1）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。更に夜間取引で

は、27,88027,88027,88027,880 円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録である。 

 

日足は日足は日足は日足は 7777 連続の陽線立ちのチャート連続の陽線立ちのチャート連続の陽線立ちのチャート連続の陽線立ちのチャートであり、昨年 9 月の水準まで戻す半年ぶりの高値である。

24,000 円台の底値からは、これで 3,000 円以上の上げとなって来たわけだ。 

当方の基本的なスタンスは、｢今年の新穀の大相場は無い｣という見方なのであるが、円安＆当方の基本的なスタンスは、｢今年の新穀の大相場は無い｣という見方なのであるが、円安＆当方の基本的なスタンスは、｢今年の新穀の大相場は無い｣という見方なのであるが、円安＆当方の基本的なスタンスは、｢今年の新穀の大相場は無い｣という見方なのであるが、円安＆

シカゴの堅調を受けた相場は、現在は高値追いの最中であるシカゴの堅調を受けた相場は、現在は高値追いの最中であるシカゴの堅調を受けた相場は、現在は高値追いの最中であるシカゴの堅調を受けた相場は、現在は高値追いの最中である。最終的には｢途転売り方針｣とし

たいが、…中略… 

 

一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \\\\32,98032,98032,98032,980    2222 月月月月 1111 日日日日    \20,820 6 月 4 日 \32,980 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \33,750 1 月 22 日 \21,040 6 月 4 日 \33,160 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \\\\32,20032,20032,20032,200    2222 月月月月 1111 日日日日    \21,490 6 月 18 日 \32,180 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \29,430 8 月 23 日 \25,510 10 月 1 日 \28,740 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\\\\27,72027,72027,72027,720    2222 月月月月 1111 日日日日    \24,420 

11 月 14

日 

\27,690 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\\\\27,78027,78027,78027,780    2222 月月月月 1111 日日日日    \24,930 

12 月 21

日 

\27,700 

 今週も多くの限月が一代高値の更新一代高値の更新一代高値の更新一代高値の更新である。9 月限だけが夏場の高値を抜いていないが、もう

あと 600 円ほど上がれば良いわけで、一度は全限一代高値更新の相場が来るかもしれない一度は全限一代高値更新の相場が来るかもしれない一度は全限一代高値更新の相場が来るかもしれない一度は全限一代高値更新の相場が来るかもしれない。 

 とにかく期近が高い逆ザヤ相場であり、この辺の限月はすでに 33,000 円台と夏場の高値より

も高い。この辺の限月が急落してトレンドが変わることは、難しいのだろう。 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 2/12/12/12/1 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、3333 月限月限月限月限でででで 4444.50.50.50.50 セントセントセントセント安安安安のののの 736.00736.00736.00736.00 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。12121212 月限では月限では月限では月限では 1111.00.00.00.00

セントセントセントセント高高高高のののの 592.00592.00592.00592.00 セントセントセントセントである。 
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相変わらずの逆ザヤ相場逆ザヤ相場逆ザヤ相場逆ザヤ相場であるが、チャートはチャートはチャートはチャートは一目均衡表の雲の上に一目均衡表の雲の上に一目均衡表の雲の上に一目均衡表の雲の上に抜けた格好となってお抜けた格好となってお抜けた格好となってお抜けた格好となってお

り、トレンドが転換した姿であるり、トレンドが転換した姿であるり、トレンドが転換した姿であるり、トレンドが転換した姿である。上値抵抗線は、上値抵抗線は、上値抵抗線は、上値抵抗線は、764764764764 セント、セント、セント、セント、776776776776 セントセントセントセントである。その辺まで

はあってもおかしくないし、新穀の 12 月限も最大 670 セント辺りまでの戻りはあって良いだろ

う。 

 

現在、こうしてシカゴも上昇に転じてきている要因は、…中略… 

ただし、相変わらず同国のトウモロコシ生産量も輸出量も史上最高の見通しであり、一雨来れ

ば、いきなりはしごを外される可能性もある。 

また 1 月 25 日までの米国のエタノール生産量は…中略… 

 

今年の米国の作付開始までにはまだ間があるため、新穀は作付面積の増加を予測されているも

のの、あまり下げては農家の作付意欲を削ぐ。だからこそ、今は高値に居る方が都合が良いはず今は高値に居る方が都合が良いはず今は高値に居る方が都合が良いはず今は高値に居る方が都合が良いはず

で、作付が完了した頃に天井を打つのが可能性としては高いというのが当方の見方だで、作付が完了した頃に天井を打つのが可能性としては高いというのが当方の見方だで、作付が完了した頃に天井を打つのが可能性としては高いというのが当方の見方だで、作付が完了した頃に天井を打つのが可能性としては高いというのが当方の見方だ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 1/1/1/1/29292929 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、中長期的には売り相場だと考えているものの、目先は押し目買い

相場が続くだろう。連休前後に大きな調整があれば、そこは買い場かもしれない。ただし本命は、

春の天井の売り狙いだろう。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 28 日 \57,150 150 \52,140 640 

1 月 29 日 \57,350 200 \52,350 210 

1 月 30 日 \57,300 -50 \52,680 330 

1 月 31 日 \58,000 700 \53,110 430 

2 月 1 日 \59,280 1280 \53,670 560 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『円安を追い風に一段高を演じる可能性は高いと考えるものの、大豆自体に

は買い材料があるわけではないので、この上昇相場に付いてゆくは大した利にはならないだろう。

むしろ天井まで買い上げてもらったら、そこから売りで入る考えで待つのが良いのでは？』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、断続的に上昇を続けた相場が 53,98053,98053,98053,980 円（円（円（円（2/12/12/12/1）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇と、ほぼ全限一代

高値の更新中。その後の夜間取引では、先物で先物で先物で先物で 54,20054,20054,20054,200 円と更に上昇円と更に上昇円と更に上昇円と更に上昇であり、当限も夏場の高値

を抜いて一代高値の更新である。 

 

先物チャートでは、6 連続の陽線立ちであり、50,86050,86050,86050,860 円の抵抗線を突破してから、一気に上円の抵抗線を突破してから、一気に上円の抵抗線を突破してから、一気に上円の抵抗線を突破してから、一気に上

昇に加速が付いた展開である昇に加速が付いた展開である昇に加速が付いた展開である昇に加速が付いた展開である。そこからは、あっという間に 3,000 円超の上昇である。さすがに

3,000 円上がるのなら、目先は付いていった方が良かったな…と反省するが、こういうのは後の

祭りだ。相場なのだから、チャンスはまだある。 

 

さてこうして急騰している要因は、円安＆アルゼンチンの干ばつの影響である円安＆アルゼンチンの干ばつの影響である円安＆アルゼンチンの干ばつの影響である円安＆アルゼンチンの干ばつの影響である。同国は『2 月

10 日近くまで雨が降らない』という予報があるのも、上昇に拍車を掛けた主因だ。 

ただし冷静に見れば、今が受粉期のコーンと違い、大豆は昨年の米国の状況を見てもわかると

おり、多少遅れても一雨来れば収穫は上がる。ましてや生産高は、昨年の昨年の昨年の昨年の 4,0104,0104,0104,010 万トンに比べれ万トンに比べれ万トンに比べれ万トンに比べれ

ばまだ圧倒的に多く、過去最高のばまだ圧倒的に多く、過去最高のばまだ圧倒的に多く、過去最高のばまだ圧倒的に多く、過去最高の 5,4505,4505,4505,450 万トンにつぐ史上万トンにつぐ史上万トンにつぐ史上万トンにつぐ史上 2222 番目の豊作番目の豊作番目の豊作番目の豊作である事には変わらな

い。 

またブラジルブラジルブラジルブラジルもももも史上最大の生産高となる事は確実視史上最大の生産高となる事は確実視史上最大の生産高となる事は確実視史上最大の生産高となる事は確実視されており、また今年の米作付面積の今年の米作付面積の今年の米作付面積の今年の米作付面積の増増増増

加も確実視加も確実視加も確実視加も確実視されている。 

 

よって、目先は高いのも仕方がないが、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \59,280 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \\\\59,00059,00059,00059,000    2222 月月月月 1111 日日日日    \41,750 6 月 4 日 \58,500 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \\\\55,00055,00055,00055,000    2222 月月月月 1111 日日日日    \44,400 6 月 18 日 \54,900 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \\\\55,80055,80055,80055,800    2222 月月月月 1111 日日日日    \47,500 

11 月 13

日 

\55,420 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \\\\55,15055,15055,15055,150    2222 月月月月 1111 日日日日    \46,920 10 月 16 \54,820 
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日 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \\\\53,98053,98053,98053,980    2222 月月月月 1111 日日日日    \48,450 1 月 9 日 \53,670 

 夜間取引では先物で 54,200 円を記録した他、全限が一代高値の更新全限が一代高値の更新全限が一代高値の更新全限が一代高値の更新となっている。特に 2222 月月月月

限は限は限は限は 63,27063,27063,27063,270 円の高値を一時記録円の高値を一時記録円の高値を一時記録円の高値を一時記録しており、成り行きの踏み注文が出たのではあろうが、4,000

円高という突発高も演じている。 

 先々はどうだという議論は別として、今の相場は強いとしか言えない。 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 2/12/12/12/1 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、3333 月限で月限で月限で月限で 5.755.755.755.75 セント高のセント高のセント高のセント高の 1474.251474.251474.251474.25 セントセントセントセント。11111111 月限月限月限月限はははは 4.754.754.754.75 セントセントセントセント

高高高高のののの 1332.501332.501332.501332.50 セントセントセントセント。 

相変わらず旧穀、新穀の逆ザヤ相場であるが、アルゼンチンの干ばつ予測での上昇が続いてい

る。 

 

チャートでは、…中略… 

     

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 1/1/1/1/29292929 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、円安＆シカゴの反騰を受けた相場は、当方の想定よりも強い展開

となっているわけで、もうしばらく強い相場展開が続きそうだ。しかし大勢では、今年の穀物相

場に大相場は無いとの見方は変わらない。待つは仁であろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

1 月 28 日 293.4 -3.3 313.7  

1 月 29 日 290.4 -3.0 312.6 -1.1 

1 月 30 日 292.8 2.4 315.9 3.3 

1 月 31 日 293.3 0.5 315.6 -0.3 

2 月 1 日 300.4 7.1 323.5 7.9 

先週号においては『320 円を超えるか、300 円を割り込むかで、相場の方向が決まりそう。放

れた方に付くしかあるまい』とコメントした。    

今週の相場展開は、310 円台でもみ合っていた相場が、週末の急騰で一気に 320 円オーバー。

323.8323.8323.8323.8 円円円円まで駆け上がり、その後の夜間取引では続騰の夜間取引では続騰の夜間取引では続騰の夜間取引では続騰の 334.8334.8334.8334.8 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録。 

 

先週号において『チャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、321.0321.0321.0321.0 円（円（円（円（1/111/111/111/11）をトップとしてのもみ合い状態）をトップとしてのもみ合い状態）をトップとしてのもみ合い状態）をトップとしてのもみ合い状態となってい

るわけだが、ここで崩れて 300300300300 円を割り込めば三尊天井の完成円を割り込めば三尊天井の完成円を割り込めば三尊天井の完成円を割り込めば三尊天井の完成であるし、逆に逆に逆に逆に 321.0321.0321.0321.0 円を抜け円を抜け円を抜け円を抜け

ればればればればこれがこれがこれがこれが中段揉み合いだったという事で、また新たな上昇相場のステージに入る中段揉み合いだったという事で、また新たな上昇相場のステージに入る中段揉み合いだったという事で、また新たな上昇相場のステージに入る中段揉み合いだったという事で、また新たな上昇相場のステージに入る』としたわ

けだが、結果的に相場は上抜け結果的に相場は上抜け結果的に相場は上抜け結果的に相場は上抜け。 

つまりは、また新たなステージの上昇相場に入ったわけだ。どちらかと言えば、高値追いする

可能性の方が高いともしていたが、やっぱりか！という展開だ。 

 

ではこの相場が、次の目標値がどこであるかと言えば、抜ける前に 20 円ほどのもみ合いを演

じたわけなので、340340340340 円台というのが一つの目処円台というのが一つの目処円台というのが一つの目処円台というのが一つの目処だろう。 

一相場 70 円ずつのサイクルだとした場合は、300300300300 円＋円＋円＋円＋70707070 円の円の円の円の 370370370370 円円円円という事になるだろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 230.0 8 月 26 日 306.6 1 月 11 日 216.4 8 月 31 日 300.4 

2013 年 3 月 253.5 9 月 25 日 310.1 1 月 11 日 240.0 

11 月 12

日 

302.0 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

314.0 1 月 11 日 241.8 

11 月 12

日 

308.8 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

317.0 1 月 11 日 245.6 

11 月 29

日 

314.4 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

321.0 1 月 11 日 283.8 

12 月 21

日 

319.4 

2013 年 7 月 316.3316.3316.3316.3    1111 月月月月 28282828 日日日日    323.8323.8323.8323.8    2222 月月月月 1111 日日日日    309.6 309.6 309.6 309.6 1111 月月月月 29292929 日日日日    323.5 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、2 月限 300.4 円～7 月限 323.5 円と 23.123.123.123.1 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤは拡大であり、フ

ァンド主導の買い相場の特徴か。 
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週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、1/20 現在で 328 トン増の 7,262 トン。2 旬ぶりの増加である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、26,000 元台まで上昇。中国の国慶節は、2 月 9 日～15 日。つまり来週は、

国慶節前の立会いという事になる。 

 

タイ、インドネシアで新車販売台数が初の 100 万台を突破した他、欧州・中国はダメでも米国

も回復傾向であるし、日本日本日本日本メーカーメーカーメーカーメーカー8888 社の社の社の社の国内生産の合計は前年比国内生産の合計は前年比国内生産の合計は前年比国内生産の合計は前年比 18.318.318.318.3％増の％増の％増の％増の 943943943943 万万万万 6015601560156015 台台台台でででで

2222 年ぶりに前年を上回り、海外生産は同年ぶりに前年を上回り、海外生産は同年ぶりに前年を上回り、海外生産は同年ぶりに前年を上回り、海外生産は同 18.618.618.618.6％増の％増の％増の％増の 1543154315431543 万万万万 9125912591259125 台となる台となる台となる台となるなど、追い風も出て

来た。 

産地の生産は急増で、在庫もタイ政府に 20 万トン、上海にも 10 万トンあるわけで、供給不

安は無いが、チャートで天井を付けなければ、それが弱材料視される事も無いのだろう。 

 

 結論として当方の相場観は、結果的に 300～320 円のもみ合いは、天井形成ではなく、中段も

み合いだったわけで、上放れた相場は上昇に加速が付くだろう。まずは 340 円目標であり、場合

によっては 370 円も有り得るか。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

1 月 28 日 \60,600 50 \61,300 570 

1 月 29 日 \60,670 70 \61,560 260 

1 月 30 日 \60,550 -120 \62,020 460 

1 月 31 日 \60,620 70 \62,340 320 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

2 月 1 日 \64,490 1300 \63,280  

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『1,000 円～2,000 円の調整安はいつあっても不思議ではないが、そういう

場面は買いになるだろう。青天井の相場は、明確な目標値は判断のしようがないが、為替の円安

の天井＆NY 原由の 100 ドル超えがあるまでは、天井は付かないだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 98.2498.2498.2498.24 ドル（ドル（ドル（ドル（1/301/301/301/30）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。週末 2/1 は、前日比 0.28 ドル高

の 97979797.77.77.77.77 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了である。 

 

相対力指数は相対力指数は相対力指数は相対力指数は 70707070 ポイントを挟んだ動きで、ポイントを挟んだ動きで、ポイントを挟んだ動きで、ポイントを挟んだ動きで、階段を踏みしめるように上がっている相場である階段を踏みしめるように上がっている相場である階段を踏みしめるように上がっている相場である階段を踏みしめるように上がっている相場である。

こういう相場は急騰して吹き上げないと、天井を打たないケースが多いものこういう相場は急騰して吹き上げないと、天井を打たないケースが多いものこういう相場は急騰して吹き上げないと、天井を打たないケースが多いものこういう相場は急騰して吹き上げないと、天井を打たないケースが多いもので、で、で、で、つまりは昨年つまりは昨年つまりは昨年つまりは昨年 9999

月の月の月の月の 100100100100 ドル台相場を抜けないと、終わらない可能性が高いドル台相場を抜けないと、終わらない可能性が高いドル台相場を抜けないと、終わらない可能性が高いドル台相場を抜けないと、終わらない可能性が高いだろうだろうだろうだろう。 

そうやって天井を打てば、また 80 ドル辺りまでは下がるのだろうが、どこまで行くか判らな

いうちに、今からそれを考えるのは危険だ。しばらくはついて行くしかないだろう。 

    

CNPC（中国石油天然ガス集団）は、…中略… 

 

そんな中、週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは高値高値高値高値 111117171717 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油はははは 112112112112 ドルドルドルドル台台台台まで上昇し

ている。 

98 ドルの NY 原油とのサヤは、それぞれ 19 ドル、14 ドルあるが、一時よりは逆ザヤが縮小し

ている。だがこれらの油種も高値追いしているわけで、単なるサヤ詰めだけではないわけだ。 

 

1/1/1/1/22229999 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、海外原油高＆円安で、更に騰勢に拍海外原油高＆円安で、更に騰勢に拍海外原油高＆円安で、更に騰勢に拍海外原油高＆円安で、更に騰勢に拍車が掛かっている車が掛かっている車が掛かっている車が掛かっている。週末には高値で 63,33063,33063,33063,330

円（円（円（円（2/12/12/12/1）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇であり、その後の夜間取引ではその後の夜間取引ではその後の夜間取引ではその後の夜間取引では 64,20064,20064,20064,200 円の高値まで記録である円の高値まで記録である円の高値まで記録である円の高値まで記録である。 

 

NY 原油が 9 月の高値である 100 ドルに接近する中で、東京はその頃の高値 55,000 円台よりも

9,000 円高い 64,000 円台まで駆け上がっているわけで、16161616％の上昇率％の上昇率％の上昇率％の上昇率だ。 

これはその頃の為替 77 円台→93 円近くまで 15 円ほど円安が進んでいるわけで、20202020％近く進％近く進％近く進％近く進
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んだ円安んだ円安んだ円安んだ円安を考えれば、当然の事かもしれない。 

こういう相場に理屈は要らぬ。付いてゆくしかないのが、相場の王道だこういう相場に理屈は要らぬ。付いてゆくしかないのが、相場の王道だこういう相場に理屈は要らぬ。付いてゆくしかないのが、相場の王道だこういう相場に理屈は要らぬ。付いてゆくしかないのが、相場の王道だ。 

 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \60,600 1 月 18 日 \48,420 8 月 1 日 \\\\60,55060,55060,55060,550    

2013 年 2 月 \53,910 9 月 3 日 \\\\64,56064,56064,56064,560    2222 月月月月 1111 日日日日    \50,290 9 月 21 日 \64,490 

2013 年 3 月 \52,040 10 月 1 日 \\\\64,36064,36064,36064,360    2222 月月月月 1111 日日日日    \50,610 

11 月 12

日 

\64,350 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \\\\64,14064,14064,14064,140    2222 月月月月 1111 日日日日    \50,390 

11 月 12

日 

\64,130 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \\\\63,84063,84063,84063,840    2222 月月月月 1111 日日日日    \52,370 

12 月 11

日 

\63,830 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \\\\63,57063,57063,57063,570    2222 月月月月 1111 日日日日    \57,320 1 月 8 日 \63,550 

2013 年 7 月 \\\\62,91062,91062,91062,910    2222 月月月月 1111 日日日日    \\\\63,33063,33063,33063,330    2222 月月月月 1111 日日日日    \\\\62,83062,83062,83062,830    2222 月月月月 1111 日日日日    \63,280 

  

結論として当方の相場観は、青天井の相場展開は、行き着くところまで行かないと判断のしよ

うがない。しかしここからはさすがに買いたくないので、更に吹き上げたところは利食い千人力

の様子見が良いだろう。新規売りは、天井確認出来るまでは不可だ。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

1 月 28 日 \73,970 460 \75,880  

1 月 29 日 \74,410 440 \76,450 570 

1 月 30 日 \74,860 450 \76,960 510 

1 月 31 日 \75,850 990 \77,500 540 

2 月 1 日 \77,000 1150 \78,370 870 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『大元の原油相場が青天井の様相ゆえ、ガソリンも同様の押し目買いの展開

が続くだろう。しかし中期的に見れば、買われすぎた場面は冷やされるはずで、今後は天狗ザヤ

が拡大する相場になるかもしれない』とコメントした。 

今週の相場展開は、断続的に上昇する相場に歯止めがかからず、週末には 78,47078,47078,47078,470 円（円（円（円（2/12/12/12/1））））ま

で上昇。更に夜間取引では、夜間取引では、夜間取引では、夜間取引では、79,74079,74079,74079,740 円まで上昇円まで上昇円まで上昇円まで上昇であり、中物限月は 81,000 円台を記録するとこ

ろも出た。 

 

週末現在の相対力指数は相対力指数は相対力指数は相対力指数は 79.2179.2179.2179.21 ポイントポイントポイントポイントであり、夜間取引での上昇でおそらく 80 ポイント辺

りまで行っているかも。超大型仕手戦のような相場では、90 ポイントというのも見た事がある

が、これだけでもなかなかの上げっぷりだ。 

ともかく昨年 9 月の高値よりも 1 万円以上は上がっているわけで、今年に入ってからでも

5,000 円は優に上げている。これ以上はさすがに、オーバーナイトでは付いて行きたくない相場これ以上はさすがに、オーバーナイトでは付いて行きたくない相場これ以上はさすがに、オーバーナイトでは付いて行きたくない相場これ以上はさすがに、オーバーナイトでは付いて行きたくない相場

だだだだ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \64,510 8 月 27 日 \\\\77,15077,15077,15077,150    2222 月月月月 1111 日日日日    \61,020 9 月 21 日 \77,000 

2013 年 4 月 \63,400 9 月 26 日 \\\\79,57079,57079,57079,570    2222 月月月月 1111 日日日日    \62,560 11 月 6 日 \79,480 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\\\\79,12079,12079,12079,120    2222 月月月月 1111 日日日日    \62,490 11 月 6 日 \79,000 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\\\\78,75078,75078,75078,750    2222 月月月月 1111 日日日日    \66,480 

12 月 10

日 

\78,850 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\\\\78,55078,55078,55078,550    2222 月月月月 1111 日日日日    \69,640 

12 月 26

日 

\78,460 

2013 年 8 月 \\\\76,55076,55076,55076,550    1111 月月月月 28282828 日日日日    \\\\77778,4708,4708,4708,470    2222 月月月月 1111 日日日日    \\\\75,36075,36075,36075,360    1111 月月月月 29292929 日日日日    \78,370 

夜間取引で夜間取引で夜間取引で夜間取引では、更には、更には、更には、更に一代高値の更新中だ一代高値の更新中だ一代高値の更新中だ一代高値の更新中だ。 

 

2/12/12/12/1 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

 1/261/261/261/26 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、国内需給やスポット価格から考えても、さすがに上げ過ぎの様相

を呈してきたか。単なる値頃での新規売りは危険だが、さすがに一度は冷やされる場面が接近し

ているだろう。値頃売りも危険だが、買い安心もまた危険な水域であると見る。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

1 月 28 日 \79,400 550 \74,030  

1 月 29 日 \78,770 -630 \74,160 130 

1 月 30 日 \78,440 -330 \74,710 550 

1 月 31 日 \78,450 10 \75,320 610 

2 月 1 日 \79,590 1140 \76,910 1590 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『8 月限発会が高すぎれば一時的な調整安はあるだろうが、足元の需給逼迫

が改善されない限りは、押し目買い相場が続くだろう。また、その需給の改善は難しと思われる

ため、2 月は一段高の青天井になる可能性が高いと考えている』とコメントした。 

今週の相場展開は、先物 8 月限は週明けの発会から一時は発会から一時は発会から一時は発会から一時は 2,5002,5002,5002,500 円超の急落円超の急落円超の急落円超の急落となるものの、

その後は更に急騰。76,95076,95076,95076,950 円（円（円（円（2/12/12/12/1）まで倍返しの）まで倍返しの）まで倍返しの）まで倍返しの 5,0005,0005,0005,000 円高円高円高円高であり、その後の夜間取引では夜間取引では夜間取引では夜間取引では

79,18079,18079,18079,180 円までの暴騰円までの暴騰円までの暴騰円までの暴騰である。 

 

一撃で 2,000 円単位動く相場であり、…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \67,500 8 月 27 日 \80,360 1 月 21 日 \64,080 11 月 6 日 \79,590 

2013 年 4 月 \64,320 9 月 26 日 \\\\77,78077,78077,78077,780    2222 月月月月 1111 日日日日    \62,960 11 月 6 日 \77,000 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\\\\76,57076,57076,57076,570    2222 月月月月 1111 日日日日    \62,530 11 月 6 日 \76,490 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\\\\76,42076,42076,42076,420    2222 月月月月 1111 日日日日    \64,690 

12 月 11

日 

\76,360 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\\\\76,54076,54076,54076,540    2222 月月月月 1111 日日日日    \68,040 

12 月 26

日 

\76,480 

2013 年 8 月 \\\\74,20074,20074,20074,200    1111 月月月月 28282828 日日日日    \\\\76,95076,95076,95076,950    2222 月月月月 1111 日日日日    \\\\71,64071,64071,64071,640    1111 月月月月 29292929 日日日日    \76,910 

 前述のとおり、先物だと夜間取引で 79,18079,18079,18079,180 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録しており、1111 週間で高値・安値がすで週間で高値・安値がすで週間で高値・安値がすで週間で高値・安値がすで

にににに 7,5007,5007,5007,500 円以上円以上円以上円以上となっているわけだ。 

 

2/12/12/12/1 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

もしもこれが 81,000 円台のままで、先物も 81,000 円なら間違いなく売りだろうが…。 

 

1/1/1/1/26262626 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、さすがにここからの買い参戦はもう出来ないだろう。ただし、値

頃売りだと相場の燃え種になるだけなので、天井を確認したら売るか、もしくは急落場面を拾う

かだろう。いずれにせよ、相場の佳境は接近中だと見る。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

    今週は、冒頭のコメント欄でドル/円、ユーロ/円相場のチャートアップと解説を行ったため、

ユーロ/ドルに特化して解説をしたい。 

 

〇ユーロ/ドル日足 

…削除済み… 

 ユーロユーロユーロユーロ////ドル相場では、ユーロ高・ドル安が進んでいる状況であるドル相場では、ユーロ高・ドル安が進んでいる状況であるドル相場では、ユーロ高・ドル安が進んでいる状況であるドル相場では、ユーロ高・ドル安が進んでいる状況である。国内では対ドルでの円安

ばかりを騒ぐが、ドルだって対ユーロでは安値を更新している状況であるゆえ、NY 株式市場も

商品市場も高いわけだ。 

 特に穀物や原油は、この対ユーロでのドル安が上げの一因特に穀物や原油は、この対ユーロでのドル安が上げの一因特に穀物や原油は、この対ユーロでのドル安が上げの一因特に穀物や原油は、この対ユーロでのドル安が上げの一因となっており、NY 金相場も下がら

ないのはこれが主因だ。 

 だから最近の円安について、米国はそんなに声高の批判が無いのだろうだから最近の円安について、米国はそんなに声高の批判が無いのだろうだから最近の円安について、米国はそんなに声高の批判が無いのだろうだから最近の円安について、米国はそんなに声高の批判が無いのだろう。…中略… 

 

 よって、次にユーロ/ドル相場の週足をアップしてみたい。 

〇ユーロ/ドル週足 

…削除済み… 

 現在の相場は、現在の相場は、現在の相場は、現在の相場は、1.201.201.201.20 を底として、を底として、を底として、を底として、1.401.401.401.40～～～～1.501.501.501.50 辺りまでの水準へと戻す道中に見える辺りまでの水準へと戻す道中に見える辺りまでの水準へと戻す道中に見える辺りまでの水準へと戻す道中に見える。とにか

く米国商品市場の動向は、このユーロ/ドル相場を見てないとわからないので、日々のチェック

は重要だ。 

 

なお来週の主な経済指標の予定は、 

4 日（月）ユーロ圏生産者物価指数（12 月）、 

メルケル独首相とモンティ伊首相の合同閣議・会見 

5 日（火）米 ISM 非製造業景気指数（1 月）米議会予算局半期報告 

6 日（水） 

7 日（木）ECB 政策金利、ドラギ ECB 総裁の記者会見、EU 首脳会議 

8 日（金）日本国際収支（12 月）、米卸売在庫（12 月）  

などである。 

…中略… 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


